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1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 外為法関連業務のWeb化

２．変更要望 外為法関連業務の申請者業務は、現状、NACCSパッケージソフトと申請書作成ソフトを利用して実施し
ているが、WebNACCSより実施可能として欲しい。

３．次期仕様 外為法関連業務の申請業務をWebNACCSより実施できるようにする。



2. 現行仕様
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現行仕様概要

申請業務
※JAA

（外為法 新規・電子ライセンス
の訂正申請）等

経済産業省
申請者

審査

通関及び申請業務
※JCA（外為法 通関業者指定）
※JAH（履行報告申請）等

NACCSパッケージソフトNACCSパッケージソフト

外為法関連業務では、申請者はNACCSパッケージソフト
及び申請書作成ソフトを利用し、申請業務を実施している。



3. 次期仕様
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次期仕様概要

申請業務
※JAA

（外為法 新規・電子ライセンス
の訂正申請）等

経済産業省
申請者

審査

NACCSパッケージソフトNACCSパッケージソフト

外為法関連業務では、申請者はNACCS
パッケージソフトに加え、WebNACCSから
業務を実施できるようにする。

申請業務
※外為法 新規・電子ライセンス

の訂正申請等

WebNACCS

通関及び申請業務
※外為法 通関業者指定

履行報告申請等

WebNACCS

通関及び申請業務
※JCA（外為法 通関業者指定）
※JAH（履行報告申請）等



４. 対象業務
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申請業務（輸出入者が実施する業務）

①対象申請様式
「外為法 新規・電子ライセンスの訂正申請（JAA）」業務等で申請可能な様式

区分 申請様式番号 申請様式名

申請様式 100 輸出許可申請様式

200 輸出承認申請様式（共通）

600 輸入割当承認同時申請様式

申請書作成ソフトを利用して作成している申請書について、Webブラウザの画面上で入力を行うことが可能となる。

Web化対象の申請様式は、第7次NACCS更改以降、
順次追加する予定。



４. 対象業務
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②対象業務

区分 業務名 備考

申請業務 外為法 新規・電子ライセンスの訂正申請 JAA（外為法 新規・電子ライセンスの訂正申請）に相当

外為法 補正申請 JAB（外為法 補正申請）に相当

外為法 取下申請 JAC（外為法 取下申請）に相当

外為法 再発行申請 JAD（外為法 再発行申請）に相当

外為法 必要添付書類等照会 JAM（外為法 必要添付書類等照会）に相当

外為法 添付書類等追加申請 JAF（外為法 添付書類等追加申請）に相当

外為法 進捗状況照会 JAP（外為法 進捗状況照会）に相当

外為法 申請済み申請書取得 JAG（外為法 申請済み申請書取得）に相当

外為法 汎用申請 JAH（外為法 汎用申請）に相当

外為法 申請者情報照会 JAI（外為法 申請者情報照会）に相当

外為法 申請者情報登録呼出し JAJ（外為法 申請者情報登録呼出し）に相当

外為法 申請者情報登録 JAJ01（外為法 申請者情報登録）に相当

外為法 バーゼル移動書類申請 JMD（外為法 バーゼル移動書類申請）に相当

NACCSパッケージソフトより実施可能な外為法関連業務の申請業務のうち、以下をWeb化の対象とする。



４. 対象業務
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通関業務（輸出入者及び通関業者が実施する業務）

区分 業務名 備考

通関業務 外為法 通関業者指定 JCA（外為法 通関業者指定）に相当

外為法 指定済み通関業者照会 JCI（外為法 指定済み通関業者照会）に相当

外為法 指定済み通関業者解除呼出し JCC（外為法 指定済み通関業者解除呼出し）に相当

外為法 指定済み通関業者解除 JCC01（外為法 指定済み通関業者解除）に相当

外為法 電子ライセンス情報照会 JTS（外為法 電子ライセンス情報照会）に相当

NACCSパッケージソフトより実施可能な外為法関連業務の通関業務のうち、以下をWeb化の対象とする。

通関業者が実施する裏書登録関連の業務については、
Web化の対象としない。


